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韓
国
に
お
け
る
丸
山
眞
男
の

思
想
・
学
問
の
受
け
と
め
ら
れ
方

金

錫

根

Ⅰ

遺
産
と
記
憶

丸
山
眞
男
（
一
九
一
四
―
九
六
）、
彼
は
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
政
治
学
者
・
知

識
人
・
思
想
家
と
し
て
韓
国
の
学
界
と
知
識
人
の
間
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
丸

山
政
治
学
」「
丸
山
思
想
史
学
」
と
い
う
用
語
も
あ
る
が
、
や
は
り
「
日
本
学
界
の

天
皇
」
な
い
し
「
丸
山
天
皇
」
と
い
う
文
句
の
ほ
う
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

韓
国
に
紹
介
さ
れ
た
一
連
の
日
本
の
知
識
人(１
)の

中
で
断
然
目
立
っ
て
い
る
。

彼
は
政
治
学
と
政
治
思
想
史
と
い
う
専
攻
分
野
を
超
え
て
、
韓
国
の
人
文
・
社

会
科
学
全
般
に
わ
た
っ
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
知
識
人
・
思
想
家
と
い
え
る
。
代
表

作
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
は
韓
国
政
治
思
想
史
研
究
と
方
法
論
に
こ
の
上
な

く
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
第
二
次
大
戦
以
前
の
日
本
の
天
皇
制
フ
ァ
シ

ズ
ム
及
び
軍
国
主
義
分
析
と
批
判
は
多
く
の
共
感
を
得
た
。「
超
国
家
主
義
の
論

理
と
心
理
」
と
「
抑
圧
移
譲
の
原
理
」、「
無
責
任
の
体
系
」
な
ど
は
常
識
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
愛
好
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
文

学
と
芸
術
に
も
造
詣
が
深
い
、
文
字
ど
お
り
の
「
教
養
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
と
お
り
、
若
い
頃
の
彼
は
現
実
に
積
極
的
に
参
加
し
て
発
言
し
つ
つ
行

動
す
る
現
代
日
本
の
代
表
的
な
批
判
的
知
性
で
あ
っ
た
。
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

精
神
的
・
理
論
的
支
柱
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
晩
年
に
は
現
実
参
加
と
発
言
・
著

述
な
ど
を
「
夜
店
」（
一
種
の
副
業
）、
日
本
（
政
治
）
思
想
史
研
究
を
自
分
の
本

領
す
な
わ
ち
「
本
店
」
と
呼
び
、
自
分
の
日
本
思
想
史
研
究
を
も
っ
と
た
く
さ
ん

読
ん
で
く
れ
た
ら
良
い
と
吐
露
し
た
り
も
し
た(２
)。
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個
人
的
な
性
向
と
し
て
み
る
と
、
彼
は
韓
国
人
の
知
識
人
に
と
っ
て
と
て
も
魅

力
的
な
人
物
で
も
あ
る
。
研
究
室
に
こ
も
っ
て
自
分
の
学
問
に
だ
け
集
中
す
る
日

本
の
多
く
の
学
者
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の
儒
者
と
は
確
か
に
違
っ
て
見
え
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
韓
国
の
知
識
人
の
イ
メ
ー
ジ
、
言
い
換
え
れ
ば

自
分
の
思
想
を
土
台
に
し
て
積
極
的
に
社
会
的
発
言
を
す
る
と
と
も
に
、
直
接
行

動
す
る
批
判
的
な
知
識
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

そ
の
う
え
彼
の
人
生
と
思
想
は
韓
国
社
会
に
対
し
て
も
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ

せ
る
魅
力
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
若
い
頃
の
彼
に
は
、
近
代
的
な
抑
圧
装

置
と
し
て
の
留
置
場
と
軍
隊
体
験
が
目
立
つ
。
韓
国
の
若
者
た
ち
に
軍
隊
経
験
は

依
然
と
し
て
強
烈
な
体
験
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
留
置
場
体
験
は
民
主
化
運
動
に

身
を
投
じ
た
世
代
、
特
に
投
獄
経
験
が
あ
る
人
々
に
は
と
て
も
親
近
感
が
あ
る
。

そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
。
彼
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
全
共
闘
（
全
学
共
闘
会
議
）

の
運
動
家
と
の
激
し
い
葛
藤
も
経
験
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
韓
国
で
も
、
運
動

家
の
学
生
た
ち
の
暴
力
的
で
過
激
な
デ
モ
が
あ
っ
た
。
丸
山
眞
男
の
苦
悩
と
若
者

た
ち
に
向
け
た
一
喝
も
多
く
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
中
盤
か
ら
丸
山
眞
男
の
主
要
な
著
作
が
韓
国
に
翻
訳
・
紹
介
さ

れ
始
め
、
そ
れ
と
と
も
に
知
識
人
・
思
想
家
と
し
て
の
彼
に
対
す
る
研
究
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
専
ら
彼
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ

た
。
特
に
二
〇
一
四
年
七
月
に
は
彼
の
誕
生
一
〇
〇
周
年
を
記
念
す
る
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
丸
山
眞
男
誕
生
一
〇
〇
周
年
記
念
国
際
学
術
会
議
〈
丸
山
眞
男
と
東

ア
ジ
ア
思
想
：
近
代
性
、
民
主
主
義
、
そ
し
て
儒
教
〉﹈
が
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

韓
国
と
日
本
の
研
究
者
・
学
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
彼
の
思
想
と
学
問
を
巡
っ
て

真
摯
な
論
議
を
交
わ
し
た
。「
生
誕
一
〇
〇
年
と
い
う
理
由
で
日
本
人
学
者
を
記

念
す
る
学
術
会
議
が
韓
国
で
開
か
れ
る
の
は
前
例
が
な
い
こ
と(３
)」

で
あ
っ
た
。

今
年
（
二
〇
一
六
年
）
は
彼
が
他
界
し
て
か
ら
二
〇
年
目
の
年
で
あ
る
。
彼
が

遺
し
た
思
想
と
学
問
が
一
時
代
を
風
靡
し
た
知
的
な
遺
産
で
あ
る
と
い
う
点
は
誰

も
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
単
な
る
知
的
な
「
遺
産
」
と
い
う
こ
と
と
、
今

日
の
時
点
に
お
い
て
い
か
な
る
現
在
的
「
含
意
」
を
持
ち
う
る
か
、
そ
し
て
そ
の

含
意
を
読
み
取
っ
て
「
記
憶
」
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
少
々
次
元
が
違
う
話
だ

と
思
う
。

今
回
の
発
表
で
は
、
丸
山
眞
男
の
思
想
と
学
問
が
韓
国
社
会
に
ど
の
よ
う
に
受

け
容
れ
ら
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
側
面
か
ら
論
議
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
点
を
検

討
し
た
い
。
同
時
に
、
彼
の
思
想
と
学
問
か
ら
何
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
ど
ん
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
も
一
緒
に
考
え
て
み
た

い
。

Ⅱ

紹
介
と
受
容
、
そ
し
て
翻
訳

（
１
）
紹
介
と
留
学

丸
山
眞
男
の
思
想
と
学
問
が
韓
国
社
会
に
知
ら
れ
だ
し
た
の
は
、
大
体
解
放
以
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後
日
本
に
留
学
し
た
第
一
世
代
の
留
学
生
の
話
か
ら
始
ま
る
。
東
京
大
学
法
学
部

に
留
学
し
た
朴
忠
錫
（
一
九
三
六
―

）
教
授
、
金
栄
作
（
一
九
四
一
―

）
教

授
、
崔
相
竜
（
一
九
四
二
―

）
教
授
な
ど
で
あ
る(４
)。

彼
ら
の
日
本
留
学
は
日
本

と
の
国
交
正
常
化
（
一
九
六
五
年
）
以
前
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
。

留
学
生
と
し
て
の
彼
ら
は
、
当
時
東
京
大
学
で
名
を
轟
か
せ
て
い
た
丸
山
眞
男

の
授
業
を
聴
い
て
多
く
の
知
的
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
と
思
わ
れ
る(５
)。
特
に
朴
忠

錫
教
授
の
場
合
、
直
接
丸
山
眞
男
の
指
導
を
受
け
た
し
、
博
士
の
学
位
を
取
得
し

た(６
)。
彼
は
丸
山
眞
男
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
講
演
会
（
二
〇
一
四
年
）
で
「
丸
山
眞

男
の
社
会
科
学
と
韓
国
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
も
し
た(７
)。

し
か
し
、
彼
ら
よ
り
先
に
韓
国
で
丸
山
眞
男
を
「
発
見
」
し
た
学
者
が
い
た
。

①
洪
以
燮
（
一
九
一
四
―
七
四
）
教
授
と
②
李
用
煕
（
一
九
一
七
―
九
七
）
教
授

で
あ
る
。
そ
の
時
期
を
推
定
す
れ
ば
お
お
よ
そ
一
九
五
〇
年
代
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
丸
山
眞
男
の
「
同
時
代

人
」
と
い
え
る
。

一
九
六
〇
年
代
初
頭
、日
本
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
朴
忠
錫
教
授
に
洪
以
燮（
延

世
大
）
教
授
は
丸
山
眞
男
教
授
を
推
薦
し
て
、
彼
の
も
と
へ
行
っ
て
思
想
史
研
究

を
す
る
よ
う
に
勧
め
た
。
洪
以
燮
教
授
の
専
攻
は
韓
国
史
と
韓
国
思
想
史
研
究
、

特
に
彼
が
没
頭
し
て
独
自
の
成
果
を
残
し
て
い
る
分
野
は
、
茶
山
丁
若
鏞
（
一
七

六
二
―
一
八
三
六
）の
実
学
思
想
で
あ
る
。『
丁
若
鏞
の
政
治
経
済
思
想
研
究
』（
韓

国
研
究
図
書
館
、
一
九
五
九
年
）
は
朝
鮮
後
期
の
実
学
を
集
大
成
し
た
丁
若
鏞
の

思
想
に
つ
い
て
の
本
格
的
か
つ
総
合
的
な
研
究
成
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮

後
期
の
新
し
い
流
れ
と
し
て
の
実
学
、
朱
子
学
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

の
実
学
と
い
う
命
題
は
、
実
は
筆
者
が
見
る
と
こ
ろ
、『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、

特
に
一
番
目
の
論
文
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
で
も
あ
る
。

一
方
、
李
用
煕
（
ソ
ウ
ル
大
）
教
授
は
国
際
政
治
学
を
専
攻
し
た
学
者
で
、
し

ば
し
ば
韓
国
国
際
政
治
学
の
分
野
を
開
拓
し
た
学
者
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い

る
。
代
表
作
は
『
一
般
国
際
政
治
学
』（
博
英
社
、
一
九
六
二
年
）
と
『
韓
国
民
族

主
義
』（
瑞
文
堂
、
一
九
七
七
年
）。
彼
は
「
国
際
政
治
は
強
大
国
の
視
点
で
は
な

く
、
わ
が
土
地
、
わ
が
視
点
か
ら
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
唱
し
て
、
主
体

的
な
学
問
研
究
の
必
要
性
を
力
説
し
た(８
)。
彼
は
ま
た
芸
術
、
特
に
韓
国
美
術
に
つ

い
て
造
詣
が
深
か
っ
た
ゆ
え
、東
州
と
い
う
雅
号
で『
韓
国
絵
画
小
史
』（
瑞
文
堂
、

一
九
七
二
年
）、『
我
が
国
の
古
絵
画
』（
博
英
社
、
一
九
七
五
年
）
と
い
う
著
作
も

残
し
た
。
芸
術
（
美
術
）
に
対
す
る
嗜
好
や
民
族
主
義
に
対
す
る
関
心
は
丸
山
眞

男
に
似
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
あ
た
え
る
。
そ
の
う
え
「
民
族
主
義
」
の
部
分
で

は
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
未
来
社
〈
上
・
下
〉
一
九
五
六
・
五
七
年
）
を

す
で
に
参
照
し
て
い
た
よ
う
な
感
す
ら
あ
る
。

植
民
地
時
代
に
大
学
に
通
っ
て
い
た
洪
以
燮
教
授
と
李
用
煕
教
授
は
当
然
日
本

語
を
読
み
、
話
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
だ
け
に
同
時
代
の
日
本
の
学
界
や
知

性
界
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
自
分
の
関
心

韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方（金錫根）
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分
野
に
関
し
て
は
そ
う
で
あ
る
。
特
に
李
用
煕
教
授
は
、
留
学
中
の
金
栄
作
（
一

九
四
一
―

）
教
授
を
通
じ
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
丸
山
眞
男
と
直
接
会
っ
て
何

回
か
話
を
交
わ
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る(９
)。
こ
う
し
て
み
る
と
『
日
本
政
治

思
想
史
研
究
』
と
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
の
刊
行
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期

に
（
あ
る
い
は
少
し
遅
く
）
知
識
人
の
間
に
学
問
的
交
流
が
成
り
立
っ
て
い
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
翻
訳
と
受
容

わ
た
し
が
丸
山
眞
男
と
い
う
名
前
を
初
め
て
耳
に
し
た
の
は
大
学
院
時
代
、
朴

忠
錫
教
授
の
〈
韓
国
政
治
思
想
史
〉
の
授
業
で
あ
っ
た
。
韓
国
政
治
思
想
史
と
い

う
分
野
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い
た
新
人
時
代
だ
っ
た
。
哲
学
史
や
思
想
史
と
は

違
う
次
元
で
の
政
治
思
想
史
、
特
に
「
方
法
論
」
に
関
し
て
悩
ん
で
い
た
頃
、
そ

れ
こ
そ
新
し
い
光
を
見
つ
け
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ろ
く
に
読
む
こ
と
も
で

き
な
い
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
を
い
つ
も
持
っ
て
歩
い
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

「
ど
こ
で
も
自
分
が
勉
強
し
た
い
国
・
大
学
へ
行
っ
て
一
年
間
勉
強
で
き
る
奨

学
金
」
を
も
ら
っ
た
時
、
筆
者
が
選
択
し
た
の
は
当
然
東
京
大
学
法
学
部
で
あ
っ

た
。
一
年
間
の
短
い
留
学
で
あ
っ
た
が
、
良
い
経
験
で
あ
っ
た
。
短
か
っ
た
が
立

派
な
先
生
（
渡
辺
浩
、
平
石
直
昭
）
た
ち
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
率

直
に
言
っ
て
、
韓
国
に
帰
っ
て
き
た
後
、
今
ま
で
良
い
先
生
と
も
っ
と
勉
強
し
て

い
た
ら
良
か
っ
た
の
に
と
惜
し
ん
だ
こ
と
も
多
か
っ
た
。
わ
た
し
が
や
る
べ
き
分

野
は
「
日
本
（
政
治
）
思
想
史
」
で
は
な
く
「
韓
国
（
政
治
）
思
想
史
」
だ
と
自

分
を
な
ぐ
さ
め
た
り
も
し
た
。

実
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
日
本
近
代
史
、
現
代
史
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、

丸
山
眞
男
の
論
文
あ
る
い
は
著
作
の
一
部
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
ま
だ「
著
作
権
」

が
確
立
さ
れ
る
以
前
で
あ
っ
た
。「
完
訳
」
で
は
な
い
う
え
誤
訳
が
多
か
っ
た
。

わ
た
し
は
一
種
の
勉
強
法
と
し
て
、
丸
山
眞
男
の
著
作
を
韓
国
語
で
翻
訳
す
る
作

業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
目
的
の
一
種
の
「
夜
店
」
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
わ
た
し
は
丸
山
眞
男
の
著
作
の
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た(
)。

こ
れ
ま
で
筆
者
が
韓
国
語
で
翻
訳
（
完
訳
）
し
た
主
要
著
作
は
以
下
の

10

通
り
で
あ
る
。（﹇

﹈
は
韓
国
語
訳
の
出
版
年
）

①
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
／
新
装
版
一
九

八
三
年
）﹇
一
九
九
五
年
﹈

②
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
未
來
社
〈
上
・
下
〉
一
九
五
六
〜
五
七
年
／
合

本
増
補
版
一
九
六
四
年
／
新
装
版
二
〇
〇
六
年
）﹇
一
九
九
七
年
﹈

③
『
日
本
の
思
想
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
一
年
、
改
版
二
〇
一
五
年
）﹇
一
九
九

八
年
、
二
〇
一
二
年
﹈

④
『
戦
中
と
戦
後
の
間
一
九
三
六
―
一
九
五
七
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
）

﹇
二
〇
一
二
年
﹈

⑤
『「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
』（
上
・
中
・
下
、
岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
）

﹇
二
〇
〇
七
年
﹈

⑥
『
忠
誠
と
反
逆

―
転
形
期
日
本
の
精
神
史
的
位
相
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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年
／
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
）﹇
一
九
九
八
年
﹈

⑧
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』（
第
六
冊
・
第
七
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
・

二
〇
〇
〇
年
）﹇
二
〇
一
七
年
（
予
定
）﹈

日
本
で
出
版
さ
れ
た
順
番
に
沿
っ
て
韓
国
語
訳
が
出
た
わ
け
で
は
な
い
。
や
は

り
韓
国
の
状
況
と
絡
み
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
本
格
的
な
著

作
翻
訳
が
一
九
九
五
年
か
ら
出
始
め
た
と
い
う
点
は
示
唆
的
で
あ
る
。
一
九
九
五

年
と
い
う
時
点
は
、
韓
国
で
は
解
放
五
〇
周
年
・
韓
日
国
交
正
常
化
三
〇
周
年
に

あ
た
る
年
で
あ
る
。

ど
う
し
て
よ
う
や
く
完
訳
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
ど
う
し
て
筆
者
が
丸
山
眞
男
の
著
作
を
翻
訳
す
る
光
栄
に
浴
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、全
般
的
に
韓
国
学
界
で
は
西
欧
、特
に
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
志
向
性
が
強
か
っ
た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
が

知
識
と
学
問
の
本
場
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
本
学
界
に
対

す
る
相
対
的
な
無
関
心
と
過
小
評
価
。
植
民
地
支
配
や
親
日
派
に
対
す
る
反
感
と

と
も
に
、
日
本
や
日
本
学
に
対
す
る
関
心
は
語
学
と
文
学
く
ら
い
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
第
三
に
、
韓
国
学
界
に
「
翻
訳
」
作
業
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
学

界
で
は
翻
訳
に
対
し
て
正
当
な
意
義
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
も
日
本
語
の
場

合
、
植
民
地
時
代
に
大
学
・
専
門
学
校
に
通
っ
た
世
代
に
よ
っ
て
時
折
行
わ
れ
て

い
た
し(
)、

西
洋
書
籍
の
場
合
、
日
本
語
翻
訳
を
参
照
し
て
翻
訳
す
る
「
重
訳
」
作

11

業
が
な
さ
れ
て
も
い
た
。

と
に
か
く
、
丸
山
眞
男
の
学
問
の
本
領
で
あ
る
と
同
時
に
出
発
点
と
い
え
る
①

『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
翻
訳
は
学
界
に
相
当
な
「
衝
撃
」
を
与
え
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
二
五
歳
の
時
の
作
品
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
そ
の
著
作
を
通
じ
て

示
し
た
知
的
な
深
さ
と
幅
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
続
い
て
②
『
現
代
政
治
の
思
想
と

行
動
』
は
ハ
ン
ギ
ル
社
（

）
グ
レ
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
（

）
の

H
angilsa

GreatBooks

一
巻
（

）
に
お
さ
ま
っ
た
。「
人
類
の
偉
大
な
知
的
遺
産
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

022

レ
ー
ズ
を
掲
げ
た
シ
リ
ー
ズ
に
日
本
人
学
者
の
本
が
含
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
点
で
あ
る
。
韓
国
語
の
翻
訳
版
で
は
英
語
版
T
hought
and

Behavior
in
M
odern
Japanese
Politics.の
序
文
ま
で
翻
訳
し
て
載
せ
た
。

『
朝
鮮
日
報
』
書
評
欄
で
大
き
く
扱
わ
れ
（
一
九
九
七
年
四
月
四
日
付
）、
韓
国
の

意
識
あ
る
読
者
の
間
に
丸
山
眞
男
を
知
ら
し
め
る
も
う
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
同
じ
出
版
社
か
ら
出
た
③
『
日
本
の
思
想
』
は
版
型
を
替
え
て
二
度
に
も
わ

た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年
に
は

の
一
巻
と
し
て
、
そ

Culture
Books

し
て
二
〇
一
二
年
に
は

（
理
想
の
図
書
館
）
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ

IdealLibrary

た
（

）。
そ
の
本
に
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
わ
た
し
が
丸
山
眞
男
の
訃
報
（
一
九

44

九
六
年
）
を
伝
え
聞
い
て
書
い
た
追
悼
文
「
丸
山
眞
男
の
生
と
思
想
を
考
え
る

―
彼
の
訃
音
に
付
し
て
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

④
『
戦
中
と
戦
後
の
間
一
九
三
六
―
一
九
五
七
』
は
、
日
本
国
際
交
流
基
金
の

翻
訳
・
製
作
支
援
を
う
け
た
（
出
版
社
は

）。
⑥
『
忠
誠
と
反
逆

―

H
um
anist

転
形
期
日
本
の
精
神
史
的
位
相
』
は
朴
忠
錫
教
授
と
の
共
訳
と
し
て
出
版
さ
れ
た

し
、
そ
の
過
程
で
韓
国
学
術
振
興
財
団
（
現
在
韓
国
研
究
財
団
）
の
翻
訳
支
援
を

韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方（金錫根）
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う
け
た
﹇
翻
訳
叢
書

﹈。
出
版
社
ナ
ナ
ム
（

）
は
、
濠
洲
（

）

224

N
anam

A
ustralia

の
シ
ド
ニ
ー
（

）
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
出
版
協
会
に
お
い
て
、

Sydney

韓
国
出
版
社
と
し
て
は
初
め
て
翻
訳
図
書
出
版
銀
賞
を
受
け
た
（
一
九
九
九
年
）。

⑧
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』（
第
六
冊
・
第
七
冊
）
は
「
東
ア
ジ
ア
人
文
図
書
一
〇
〇

冊
」
に
含
ま
れ
、
ハ
ン
ギ
ル
社
（

）
で
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
翻
訳

H
angilsa

作
業
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
。

Ⅲ

深
化
と
研
究

（
１
）
研
究
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

丸
山
眞
男
の
著
作
の
翻
訳
と
と
も
に
、
学
界
は
も
ち
ろ
ん
大
学
生
・
一
般
人
の

間
で
も
広
く
読
ま
れ
始
め
た
。
今
ま
で
一
番
多
く
読
ま
れ
た
本
は
や
は
り
『
現
代

政
治
の
思
想
と
行
動
』
と
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今

も
根
強
く
読
ま
れ
続
け
て
い
る
。
大
学
生
・
大
学
院
生
の
間
で
も
、
日
本
学
者
の

中
に
そ
ん
な
す
ご
い
人
も
い
た
の
か
、
少
し
驚
い
た
と
い
う
反
応
も
あ
っ
た
。

韓
国
に
お
い
て
、
一
九
四
五
年
を
前
後
し
て
生
ま
れ
た
世
代
は
、
反
日
感
情
の

せ
い
か
意
図
的
に
日
本
語
を
学
ば
な
か
っ
た
り
読
ま
な
か
っ
た
り
し
た
人
々
も
多

か
っ
た
。
た
ま
に
彼
ら
か
ら
翻
訳
を
通
し
て
よ
く
読
み
ま
し
た
と
挨
拶
さ
れ
る
時

が
あ
っ
た
。「
日
本
に
対
す
る
再
認
識
」
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
流
れ
は
一
九
九
〇
年
代
中
盤
以
後
に
も
起
こ
っ
た
「
日
本
認
識
」「
日
本
の
知
識

人
社
会
」
に
対
す
る
関
心
に
も
一
役
買
っ
た
と
い
え
る
。
あ
の
頃
ま
で
一
部
に

残
っ
て
い
た
日
本
の
思
想
・
知
識
人
に
対
す
る
偏
見
と
先
入
観
も
あ
る
程
度
消
え

た(
)。
12

以
後

丸
山
眞
男
を
扱
っ
た
日
本
の
著
作
が
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
敢
え

て
翻
訳
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
思
う
本
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
か
ら

ま
た
扱
う
こ
と
に
す
る
。
と
に
か
く
注
目
に
値
す
る
諸
本
で
は
①
丸
山
眞
男
・
加

藤
周
一
『
翻
訳
と
日
本
の
近
代
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
八
年
）﹇
二
〇
〇
〇
年
﹈、

②
苅
部
直『
丸
山
眞
男

―
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
肖
像
』（
岩
波
新
書
、二
〇
〇
六
年
）

﹇
二
〇
一
一
年
﹈、
③
小
林
正
弥
編
『
丸
山
眞
男
論

―
主
体
的
作
為
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
、
市
民
社
会
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）﹇
二
〇
一
三
年
﹈
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う(
)。

丸
山
眞
男
を
理
解
す
る
の
に
直
接
・
間
接
的
に
役
に

13

立
つ
と
い
え
る
。

今
ま
で
丸
山
眞
男
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
書
や
単
行
本
は
出
て
い
な
い
が
、

彼
の
思
想
と
学
問
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
文
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
や
は

り
そ
の
う
ち
出
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
も
あ
る
出
版
社
か
ら
そ
ん
な
要
請
を
受
け

た
。
以
下
で
は
丸
山
眞
男
研
究
と
関
係
し
て
注
目
す
る
に
値
す
る
事
例
と
し
て
二

点
を
指
摘
し
た
い
。

ま
ず
、
韓
国
人
と
し
て
京
都
大
学
に
留
学
し
、
丸
山
眞
男
を
研
究
し
て
博
士
の

学
位
を
取
得
し
た
魯
炳
浩
博
士
が
い
る
。
論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
吉
野
作
造
と
丸
山

眞
男
民
本
主
義
と
永
久
革
命
、
そ
の
交
錯
と
分
裂
」（
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見

170



165_「知識人と教養」_金錫根氏.mcd  Page 7 17/03/02 13:55  v5.51

研
究
科
、
二
〇
〇
六
年
）。
本
格
的
な
研
究
者
が
登
場
し
た
わ
け
で
あ
り
、
彼
は
丸

山
眞
男
関
連
論
文
を
活
発
に
発
表
し
て
い
る(
)。
14

ま
た
、
専
ら
丸
山
眞
男
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
四
年
に
学

術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
七
月
四
、
五
日
、
峨

山
政
策
研
究
院
で
「
丸
山
眞
男
と
自
由
主
義
：
冷
戦
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
思

想
と
行
動
」（“Liberalist,

M
aruyam

a
M
asao:

A
n
Intellectual’

s

）
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン

T
houghtand

Behaviorin
the
Cold

W
arPeriod”

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
峨
山
冷
戦
自
由
主
義
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（

）」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た(
)。
丸
山
眞
男

Cold
W
arLiberalism

Project

15

に
関
心
を
持
っ
た
韓
国
と
日
本
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
論
議
す
る
こ
と
が
で
き

た(
)。
そ
こ
で
発
表
し
た
原
稿
は
修
正
を
経
て
出
版
さ
れ
た(
)。

16

17

そ
の
学
術
会
議
が
終
わ
っ
た
後
、
丸
山
眞
男
誕
生
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇

一
四
年
、
韓
国
と
日
本
の
研
究
者
が
彼
の
学
問
と
思
想
を
考
え
る
学
術
会
議
を
開

催
し
た
。
峨
山
政
策
研
究
院
の
後
援
を
受
け
て
、
丸
山
眞
男
誕
生
一
〇
〇
周
年
記

念
国
際
学
術
会
議
「
丸
山
眞
男
と
東
ア
ジ
ア
思
想
：
近
代
性
、
民
主
主
義
、
そ
し

て
儒
教
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
（
七
月
二
四
、
二
五

日
）。
丸
山
眞
男
に
関
心
を
持
つ
韓
国
と
日
本
の
学
者
・
研
究
者
が
多
数
参
加
し

た
。
韓
国
で
は
「
第
一
世
代
」
の
日
本
留
学
生
か
ら
最
近
の
留
学
生
に
至
る
ま
で

ほ
と
ん
ど
を
網
羅
す
る
盛
況
で
あ
っ
た(
)。

四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
活

18

発
な
討
論
と
論
議
が
行
わ
れ
た(
)。

発
表
さ
れ
た
論
文
は
、
修
正
を
経
て
早
い
時
期

19

に
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。『
朝
鮮
日
報
』
な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道

さ
れ
た(
)。
20

（
２
）
批
判
と
論
難

学
問
的
な
深
さ
と
幅
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
軍
国
主
義
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

対
す
る
批
判
、「
責
任
」
あ
る
良
心
的
な
主
体
の
形
成
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦

以
後
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
象
徴
と
し
て
彼
が
繰
り
広
げ
た
多
彩
な
活
動
な
ど
に

よ
っ
て
多
く
の
韓
国
人
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
事
実
で
あ

る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
当
然
な
が
ら
ひ
た
す
ら
礼
賛
ば
か
り
が
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
丸

山
眞
男
と
い
え
ど
も
批
判
と
論
争
か
ら
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
批
判
と

論
争
を
通
し
て
思
想
と
学
問
の
克
服
／
継
承
と
発
展
が
可
能
で
あ
る
と
見
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
丸
山
眞
男
神
話
に
対
す
る
反
動
（
？
）
と
し
て
、
批
判
と
論

難
が
伴
い
、
意
図
的
な
批
判
の
た
め
の
批
判
の
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
敢
え
て
な
ぜ

あ
ん
な
本
が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
翻
訳
や
紹
介
も
あ
っ
た
。
自
身

の
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
の
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
日
本
で
定
評
の
あ
る
著
作
が

翻
訳
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

以
下
で
は
今
日
の
韓
国
で
丸
山
眞
男
を
め
ぐ
っ
て
提
起
さ
れ
る
多
様
な
批
判
と

論
難
に
対
し
て
、
手
短
に
何
種
類
か
の
争
点
に
分
け
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。
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①

思
想
史
を
見
る
視
点
と
方
法
と
関
連
し
て
、
朱
子
学
的
思
惟
の
解
体
と
近
代

的
思
惟
の
形
成
問
題
。「
学
界
以
外
の
領
域
で
日
本
政
治
思
想
史
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
が
初
め
て
市
民
権
を
得
た
思
い
で
す
」。「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い

て
多
大
な
業
績
」（
受
賞
理
由
）
が
認
め
ら
れ
て
一
九
八
五
年
度
に
朝
日
賞
を
受

賞
し
た
直
後
（
一
九
八
六
年
一
月
）、
丸
山
が
自
分
の
所
感
を
書
い
た
文
に
付
け

た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る(
)。
韓
国
政
治
思
想
史
を
勉
強
す
る
筆
者
と
し
て
は
、
果
た

21

し
て
韓
国
で
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
考
え
と
と
も
に
、
そ
ん
な
発
言
が

出
る
こ
と
が
す
ご
く
羨
ま
し
か
っ
た
。
丸
山
眞
男
は『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』

を
通
し
て
朱
子
学
的
思
惟
の
解
体
と
近
代
的
思
惟
の
形
成
と
い
う
命
題
を
明
ら

か
に
提
示
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、
す
で
に
日
本
学
界
で
は
充
分
な
さ

れ
て
い
た
と
み
え
、
韓
国
に
も
紹
介
さ
れ
た(
)。

時
に
は
韓
国
で
は
繰
り
返
さ
れ

22

て
拡
大
再
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
た
ま
に
受
け
た
り
す
る
。「
弁
護
」

し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
が
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
英
語
版
序
文
な

ど
を
詳
し
く
読
ん
で
み
れ
ば
、
著
者
自
身
の
誤
解
や
そ
の
頃
の
視
点
が
も
つ
問

題
点
に
対
し
て
は
自
ら
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る(
)。
23

②
「
近
代
主
義
者
」
な
い
し
「
国
民
主
義
」
者
と
い
う
批
判
。
よ
く
彼
は
「
解
体

さ
れ
る
べ
き
国
民
主
義
者
」
と
名
指
し
さ
れ
た
り
す
る
。
丸
山
眞
男
の
学
問
に

お
い
て
「
近
代
性
」
と
「
国
民
国
家
」
形
成
が
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と

を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
西
勢
東
漸
と
帝
国
主
義
の
時
代

に
非
西
欧
地
域
で
の
近
代
国
民
国
家
の
形
成
は
国
家
の
存
立
と
か
か
わ
る
事
案

で
あ
っ
た
。
時
代
的
な
懸
案
で
あ
っ
た
。
日
本
は
唯
一
そ
の
よ
う
な
近
代
化
に

成
功
し
た
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
同
時
に
、日
本
の
近
代
化
に
は
、

あ
る
段
階
以
後
に
は
暗
い
影
が
落
と
さ
れ
た
側
面
も
あ
っ
た
。
ど
の
側
面
に
注

目
し
よ
う
か
と
い
う
問
題
と
も
い
え
る
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
よ
う
な

視
点
に
対
し
て
「
脱
近
代
」「
脱
国
民
」
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
批

判
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
や
は
り
一
面
で
は
自
然
で
あ
る
が
、
や
り
す
ぎ
だ
と

い
う
感
じ
を
受
け
る
時
も
あ
る(
)。『
日
本
の
思
想
』
を
詳
ら
か
に
見
れ
ば
、
彼
は

24

西
欧
の
近
代
体
験
を
絶
対
化
す
る
よ
り
は
一
つ
の
方
法
な
い
し
準
拠
に
よ
っ
て

選
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
「
前
近
代
」
と
「
超
近
代
」
の
重
畳
あ
る
い

は
「
非
近
代
」
と
「
過
近
代
」
の
同
時
的
存
在
こ
そ
日
本
社
会
の
特
性
で
あ
る

と
看
破
し
た
。

③
「
近
代
」「
国
民
国
家
」
と
関
連
し
て
西
欧
の
近
代
と
国
民
国
家
（nation

）
を
理
想
化
し
た
「
欠
如
論
者
」
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
延

state

長
線
の
上
で
「
西
欧
中
心
主
義
」（

）
と
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

Eurocentrism

ム
」（

）、
も
っ
と
具
体
的
に
は
「
日
本
的
な
」
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

O
rientalism

ム
と
い
う
批
判
。
最
近
で
は
「
日
本
主
義
者
」
と
い
う
批
判
も
出
て
い
る(
)。「
日

25

本
主
義
者
」
と
健
康
な
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
の
間
に
は
距
離
が
あ
る
。
丸
山

眞
男
は
「
国
民
国
家
と
し
て
の
日
本
」
を
自
明
な
も
の
と
見
て
い
た
。
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
朝
鮮
な
ど
他
の
ア
ジ
ア
地
域
を
眺
め
た
と
い
う
の
で
あ

る(
)。

丸
山
眞
男
は
帝
国
主
義
侵
略
と
植
民
地
支
配
を
積
極
的
に
肯
定
し
な
か
っ

26た
し
て
も
植
民
地
支
配
に
対
し
て
「
鈍
感
」
だ
と
か
努
力
し
て
「
反
省
」
し
な

か
っ
た
と
い
う
批
判
も
出
て
い
る
。
ま
た
在
日
韓
国
人
問
題
に
対
し
て
も
沈
黙

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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し
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
出
た
。

④

最
近
最
も
目
立
つ
批
判
は
、
丸
山
眞
男
が
福
沢
諭
吉
に
つ
い
て
誤
っ
た
認
識

な
い
し
解
説
を
加
え
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
丸
山
眞
男
が
『「
文
明
論

之
概
略
」
を
読
む
』
を
書
い
た
だ
け
に
、
そ
し
て
そ
の
韓
国
語
訳
が
出
て
い
る

だ
け
に
批
判
も
直
接
的
で
具
体
的
で
あ
る
。「
侵
略
」
を
主
張
し
た
福
沢
諭
吉

の
思
想
に
対
し
て
丸
山
が
自
分
の
型
に
あ
て
は
め
て
解
釈
し
て
い
る
と
か
、
ひ

い
て
は
侵
略
を
正
当
化
す
る
論
理
を
提
供
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も

の
で
あ
る
。『
文
明
論
之
概
略
』
を
別
の
視
点
か
ら
読
む
著
作
も
翻
訳
・
紹
介
さ

れ
た(
)。
福
沢
諭
吉
の
ア
ジ
ア
認
識
に
対
す
る
批
判
、
ひ
い
て
は
「『
丸
山
諭
吉
』

27
神
話
を
解
体
す
る
」
と
い
う
副
題
を
持
っ
た
本
も
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
た(
)。
韓
国

28

で
「
悪
名
高
い
」
福
沢
諭
吉
に
「
自
由
主
義
者
」
と
い
う
幻
想
を
か
ぶ
せ
て
、

ひ
た
す
ら
好
み
に
合
う
文
言
に
の
み
注
目
し
て
き
た
と
い
う
辛
辣
な
批
判
は
韓

国
人
の
関
心
を
引
く
に
値
す
る
の
で
あ
る(
)。

主
要
新
聞
の
書
評
欄
で
も
大
き
く

29

扱
わ
れ
た(
)。
30

⑤

文
化
接
触
と
変
容
過
程
で
外
来
思
想
を
「
日
本
化
」
さ
せ
る
契
機
と
し
て
繰

り
返
し
作
用
す
る
思
考
の
パ
タ
ー
ン
を
重
視
し
て
丸
山
眞
男
が
駆
使
し
た
概

念
、
す
な
わ
ち
「
原
型
」（

）
あ
る
い
は
「
原
型
的
世
界
像
」、「
古
層
」

prototype

そ
し
て
「
執
拗
低
音
」（

）
な
ど(
)、

い
わ
ゆ
る
「
古
層
」
論
に
対

bassoostinato

31

す
る
批
判(
)。

日
本
思
想
史
に
固
有
の
構
造
と
契
機
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
本
来

32

の
意
図
と
は
異
な
り
、
自
分
の
先
験
的
な
主
観
（
例
え
ば
「
つ
ぎ
つ
ぎ
な
り
ゆ

く
い
き
ほ
ひ
」
と
い
っ
た
も
の
）
を
歴
史
と
思
想
に
対
し
て
投
射
さ
せ
う
る
危

険
も
内
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う(
)。
33

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
丸
山
眞
男
の
著
作
の
細
部
に
対
す
る
多
様
な
批
判
が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
裁
判
に
対
し
て
彼
が
偏
見
と
先
入
観
を
持
っ
て

解
釈
す
る
こ
と
で
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
指
導
層
の
精
神
世
界
を
意
図
的
に
歪
曲
し

た
と
い
う
批
判
も
出
て
い
る(
)。
彼
の
思
想
と
著
作
を
巡
る
学
問
的
な
批
判
と
論
難

34

を
通
し
て
、
韓
国
に
お
け
る
丸
山
眞
男
理
解
と
研
究
は
い
っ
そ
う
深
く
な
る
と
思

わ
れ
る
。

Ⅳ

反
響
と
カ
ガ
ミ
（
鏡
）

丸
山
眞
男
が
生
き
て
い
た
時
代
（
一
九
一
四
―
九
六
）
は
二
〇
世
紀
で
も
歴
史

的
転
機
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
は
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
の
中
で
、
東
洋
と
西
洋
の

出
会
い
（
融
合
）、
伝
統
と
現
代
の
調
和
と
い
う
面
で
最
も
際
立
っ
た
思
想
家
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
激
動
期
を
生
き
て
若
い
時
代
の
自
分
の
「
思
想
」

に
よ
っ
て
「
行
動
」
も
し
た
純
粋
な
知
性
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
明
治
維
新
以
後
の
近
代
化
、
軍
国
主
義
と
帝
国
主
義
、
そ
し
て
戦
争
の
時

代
を
直
接
体
験
し
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
流
れ
に
対
し
て
果
敢
に
分
析
し
て
辛

辣
に
批
判
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
超
国
家
主
義
の
間
の
連
続
と
断
絶
に
対
す

る
洞
察
力
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と

韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方（金錫根）
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い
う
面
で
も
彼
の
残
し
た
遺
産
は
大
き
か
っ
た
。
細
部
に
お
い
て
少
々
批
判
が
あ

る
と
は
言
っ
て
も
、彼
の
主
張
と
含
意
は
相
変
わ
ら
ず
輝
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

大
き
な
「
反
響
」
を
呼
び
起
こ
し
た
と
思
う
。

か
ね
て
よ
り
彼
が
主
唱
し
て
い
た
「
個
人
」
の
「
主
体
意
識
」
と
「
良
心
」、
そ

し
て
「
責
任
」
な
ど
に
対
し
て
、
私
と
し
て
は
相
変
わ
ら
ず
共
感
す
る
方
で
あ
る
。

現
実
的
に
可
能
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
事
案
で
あ
る
。
今
も
あ
ち
こ
ち
に
残
っ

て
い
る
儒
教
的
な
遺
風
に
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
例
え
ば
血
縁
・
地
縁
・
学
縁

な
ど
）
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
韓
国
社
会
を
批
判
す
る
重
要
な
「
方
法
」
の
一

つ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
受
容
さ
れ
た
理
念
や
制
度
が
あ
る
瞬
間
に「
韓
国
化
」

す
る
傾
向
、
あ
る
い
は
「
韓
国
的
な
も
の
」
に
対
す
る
牽
制
と
批
判
の
た
め
に
「
執

拗
低
音
」（

）
と
い
う
範
疇
も
選
択
的
か
つ
戦
略
的
に
用
い
て
い

basso
ostinato

る
。ま

た
、
韓
国
で
の
い
わ
ゆ
る
〈「
民
主
化
」
以
後
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〉
に
対
し
て

も
、
多
く
の
点
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。
絶
え
間
な
い
過
程
、
運
動
と
し
て
の

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
「
永
久
革
命
」
と
し
て
の
「
民
主
主
義
」
論
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
丸
山
眞
男
は
「
個
人
」
の
「
主
体
性
」
と
「
自
由
」
を
顧
み

な
い
全
体
主
義
に
対
し
て
深
く
憂
慮
し
た
、
と
同
時
に
多
数
の
専
制
と
横
暴

（

）、
そ
し
て
民
衆
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（

T
yranny

ofthe
M
ajority

popu-

）
に
対
し
て
も
同
じ
く
憂
慮
し
て
い
た
。
政
治
的
「
主
体
」
と
い
う
側
面
か

lismら
、
民
衆
・
大
衆
（

）・
群
衆
（

）
に
対
し
て
批
判
的
な
距
離

them
ass

thecrow
d

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
主
体
と
し
て
の
「
個
人
」
と
「
市
民
」

の
問
題
は
相
変
ら
ず
現
在
進
行
形
で
あ
る
と
考
え
る(
)。
35

そ
れ
と
同
時
に
、
そ
し
て
反
射
的
に
気
に
な
る
こ
と
は
、
現
在
日
本
社
会
に
お

い
て
丸
山
眞
男
の
思
想
と
学
問
は
い
か
な
る
社
会
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ

し
て
持
ち
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
日
本
人
の
自
己
批
判
」
と
し
て
の
丸

山
眞
男
思
想
は
現
在
日
本
で
ど
ん
な
意
味
と
適
実
性
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
に
批
判
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
か
。
今
回
の
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

し
て
、
そ
の
実
際
の
一
端
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
近
二
、
三
年
の
間
の
日
本
は
国
家
進
路
と

関
連
し
て
大
き
な
変
化
を
経
験
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
世
界
的
に
国
際
政
治

の
構
図
と
か
ら
み
合
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
そ
れ
な
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
隣
国
と
し
て
は
少
々
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
歴
史
修
正
主

義
、
靖
国
神
社
参
拝
、
集
団
的
自
衛
権
（
平
和
憲
法
）、
憲
法
改
憲
論
議
な
ど
を
眺

め
て
い
る
と
、
第
二
次
大
戦
以
前
の
時
代
、「
日
本
歴
史
の
暗
い
谷
間
」
な
い
し
一

九
三
〇
、
四
〇
年
代
の
「
超
国
家
主
義
」
が
ふ
と
思
い
浮
か
ぶ(
)。
36

こ
う
し
た
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
激
動
の
時
代
を
熾
烈
に
生
き
た
丸
山
眞
男
の
思

想
と
学
問
は
、
今
後
の
日
本
の
国
家
進
路
を
設
定
し
て
い
く
中
で
自
ら
を
映
し
て

見
る
こ
と
の
で
き
る
良
い
「
鏡
」
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
誇
ら
し
い
知
的

な
遺
産
を
た
だ
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
日
の
状
況
と
自
己
を
ふ
り
か
え

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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り
な
が
ら
、
新
し
く
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
記
憶
と
吟
味
を
通

し
て
「
現
在
化
」
さ
せ
る
作
業
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
韓
日
関
係
に
お
い
て

も
自
己
反
省
と
他
者
理
解
を
通
じ
て
「
嫌
韓
」
と
「
反
日
」
を
越
え
て
共
に
前
進

す
る
契
機
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う(
)。
37

注

（
１
)
例
え
ば
竹
内
好
（
一
九
一
〇
―
七
七
）、
吉
本
隆
明
（
一
九
二
四
―
二
〇
一
二
）、
坂
本
義

和
（
一
九
二
七
―
二
〇
一
四
）、
藤
田
省
三
（
一
九
二
七
―
二
〇
〇
三
）、
子
安
宣
邦
（
一

九
三
三
―

）、
安
丸
良
夫
（
一
九
三
四
―
二
〇
一
六
）、
和
田
春
樹
（
一
九
三
八
―

）、

大
江
健
三
郎
（
一
九
三
五
―

）、
柄
谷
行
人
（
一
九
四
一
―

）、
上
野
千
鶴
子
（
一
九

四
八
―

）
な
ど
。

（
２
)
石
川
真
澄
・
杉
山
光
信
・
丸
山
「
夜
店
と
本
店
と

―
丸
山
眞
男
氏
に
聞
く
」『
丸
山
眞
男

座
談
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。

（
３
)『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
四
年
七
月
二
四
日
。

（
４
)
金
栄
作
教
授
は
日
本
政
府
か
ら
「
旭
日
中
綬
章
」
を
授
与
さ
れ
（
二
〇
〇
六
年
）、
駐
日
大

使
を
務
め
た
崔
相
竜
教
授
は
勳
一
等
旭
日
大
綬
章
を
授
与
さ
れ
た
（
二
〇
〇
二
年
）。

（
５
)
国
際
政
治
学
を
専
攻
し
た
金
栄
作
・
崔
相
竜
教
授
は
特
に
丸
山
眞
男
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
研
究
か
ら
多
く
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
東
京
大
学
法
学
部
政
治
学
科

時
代
の
恩
師
の
中
に
は
日
本
で
「と
て
も
有
名
な
」著
名
な
教
授
が
多
か
っ
た
。
い
ち
い

ち
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
何
人
か
の
恩
師
に
関
し
て
だ
け
簡
単
に
言

及
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
日
本
政
治
思
想
史
専
攻
の
丸
山
眞
男
教
授
は
、
彼
の
代
表

的
な
著
書
で
あ
る
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
を
含
め
た
数
十
冊

の
著
書
と
戦
後
日
本
の
進
路
に
関
す
る
政
治
評
論
集
及
び
「講
義
録
会
」な
ど
を
通
し
て

日
本
の
精
神
世
界
を
導
い
て
い
た
。
彼
の
名
講
義
は
大
学
院
時
代
の
私
の
「ひ
よ
っ
こ
学

者
」と
し
て
の
研
究
に
大
い
に
役
に
立
っ
た
。」
金
栄
作
「
解
放
後
一
世
代
日
本
留
学
生

の
懐
古
」『
日
本
批
評
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
。

（
６
)
朴
忠
錫
「
丸
山
眞
男
先
生
を
師
と
し
て

―
私
の
学
問
の
歩
み
」『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第

二
四
号
、
二
〇
〇
三
年
。

（
７
)
朴
忠
錫
「
丸
山
眞
男
の
社
会
科
学
と
韓
国
」『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
四

年
。
丸
山
眞
男
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
講
演
会
、
講
演
原
稿
。

（
８
)
彼
は
「
圏
域
理
論
」
と
「
場
の
論
理
」
と
呼
ば
れ
る
卓
越
し
た
学
問
的
業
績
を
残
し
た
政

治
学
者
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
る
宗
教
・
地

理
・
文
明
史
の
全
般
に
つ
い
て
の
該
博
な
学
問
的
造
詣
と
洞
察
を
持
っ
て
い
た
。

（
９
)
朴
忠
錫
「
丸
山
眞
男
の
社
会
科
学
と
韓
国
」『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
四

年
。

（

)
金
錫
根
「
丸
山
眞
男
の
著
作
の
韓
国
語
翻
訳
に
つ
い
て
」『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第
三
六
号
、

10

二
〇
〇
六
年
参
照
。

（

)
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
鄭
明
煥
教
授
（
ソ
ウ
ル
大
師
範
大
）
は
、『
思
想
界
』
一
九
六
八

11

年
六
月
号
に「
日
本
の
思
想

―
丸
山
眞
男
教
授
の
論
文
を
紹
介
す
る
」を
載
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
丸
山
眞
男
の
『
日
本
の
思
想
』
を
扱
っ
て
い
る
。
彼
は
福
沢
諭
吉
の
『
文
明
論
之

概
略
』
を
翻
訳
し
た
り
も
し
た
。

（

)
次
の
よ
う
な
記
事
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。「
二
〇
世
紀
思
想
を
探
し
て

―
丸
山
眞
男
の
政

12

治
学
」『
朝
鮮
日
報
』
一
九
九
九
年
七
月
二
二
日
、「
不
滅
の
著
者

―
丸
山
眞
男
」『
朝
鮮

日
報
』
二
〇
一
三
年
八
月
三
日
。
二
篇
は
い
ず
れ
も
依
頼
を
受
け
て
筆
者
が
執
筆
し
た
。

（

)
①
『
翻
訳
と
日
本
の
近
代
』
に
つ
い
て
は
筆
者
が
『
朝
鮮
日
報
』
に
書
評
を
書
き
、
③
『
丸

13

山
眞
男
論

―
主
体
的
作
為
、フ
ァ
シ
ズ
ム
、市
民
社
会
』は
筆
者
が
直
接
翻
訳
も
し
た
。

（

)
例
え
ば
「‘
思
想
の
な
い
思
想
’
と
丸
山
眞
男
の
‘
思
想
’
―
全
共
闘
的
な
丸
山
批
判
に
対

14

す
る
批
判
的
再
檢
討

―
」『
日
本
思
想
』
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
、
二
〇
一
四
年
、「
丸

山
眞
男
の
〈
永
久
革
命
〉
論
：
そ
の
思
想
史
的
系
譜
」『
韓
国
東
洋
政
治
思
想
史
研
究
』
二

〇
一
三
年
、「
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
一
九
六
〇
年
：
清
水
幾
太
郎
と
丸
山
眞
男
」『
韓

国
東
洋
政
治
思
想
史
研
究
』
二
〇
〇
九
年
、「
丸
山
眞
男
と
ヘ
ー
ゲ
ル
」『
日
本
研
究
』
二

〇
〇
七
年
三
月
。

（

)
冷
戦
自
由
主
義
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
尖
鋭
に
対
立
し
て

15

い
た
「
冷
戦
」
時
代
の
自
由
主
義
思
想
家
を
集
中
的
に
再
評
価
す
る
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
こ
と
を
言
う
。
そ
の
シ
リ
ー
ズ
は
該
当
す
る
思
想
家
の
生
涯
と
思
想
を
扱
っ
た
評
伝

韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方（金錫根）
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を
翻
訳
・
出
版
し
、
そ
の
著
者
を
招
待
し
て
講
演
会
を
開
き
、
ま
た
そ
の
分
野
の
専
門
家

が
集
ま
っ
て
国
際
学
術
会
議
を
開
催
す
る
方
式
で
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
シ
リ
ー
ズ
で

は

（
一
九
〇
九
―
九
七
）、

（
一
九
〇
一
―
九
〇
）、

Isaiah
Berlin

M
ichaelO

akeshott

（
一
八
九
九
―
一
九
九
二
）、

（
一
九
〇
二
―
九
四
）、

Friedrich
H
ayek

K
arlPopper

（
一
九
〇
五
―
八
三
）
が
扱
わ
れ
、
東
ア
ジ
ア
思
想
家
で
は
唯
一
丸
山

Raym
ond
A
ron

眞
男
が
扱
わ
れ
た
。

（

)
参
加
者
は
日
本
側
：
渡
辺
浩
（
法
政
大
）、
飯
田
泰
三
（
法
政
大
）、
松
田
宏
一
郎
（
立
教

16

大
）、
河
野
有
理
（
首
都
大
）、
苅
部
直
（
東
京
大
）、
清
水
靖
久
（
九
州
大
）。
韓
国
側
：

金
錫
根
（
峨
山
政
策
研
究
院
）、
金
栄
作
（
国
民
大
）、
金
弘
宇
（
ソ
ウ
ル
大
）、
魯
炳
浩

（
韓
国
外
国
語
大
）、
朴
忠
錫
（
梨
花
女
大
）、
朴
鴻
圭
（
高
麗
大
）、
李
洪
九
（
中
央
日

報
）、
崔
相
龍
（
高
麗
大
）。

（

)
金
錫
根
・
苅
部
直
編
『
丸
山
眞
男
と
自
由
主
義
：
冷
戦
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
思
想
と

17

行
動
』
峨
山
書
院
、
二
〇
一
四
年
。

（

)
日
本
側
：
渡
辺
浩
（
法
政
大
）、
大
久
保
健
晴
（
慶
応
大
）、
河
野
有
理
（
首
都
大
）、
苅
部

18

直
（
東
京
大
）、
杉
田
敦
（
法
政
大
）、
米
原
謙
（
大
阪
大
）、
都
築
勉
（
信
州
大
）、
松
本

礼
二
（
早
稲
田
大
）。
韓
国
側
：
金
錫
根
（
峨
山
政
策
研
究
院
）、
金
栄
作
（
国
民
大
）、
金

弘
宇
（
ソ
ウ
ル
大
）、
魯
炳
浩
（
韓
国
外
国
語
大
）、
朴
忠
錫
（
梨
花
女
大
）、
朴
鴻
圭
（
高

麗
大
）、
李
洪
九
（
中
央
日
報
）、
崔
相
竜
（
高
麗
大
）、
劉
昢
爛
（
慶
煕
大
）、
姜
東
局
（
名

古
屋
大
）、
高
煕
卓
（
延
世
大
）、
李
基
原
（
江
原
大
）、
張
寅
性
（
ソ
ウ
ル
大
）、
李
鍾
殷

（
国
民
大
）、
姜
正
仁
（
西
江
大
）、
金
鳳
珍
（
北
九
州
大
）、
金
永
寿
（
嶺
南
大
）、
李
礼

安
（
翰
林
大
）、
裵
柄
三
（
霊
山
大
）。

（

)
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
儒
学
と
近
代
性
」、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
江
戸
時
代
儒
学
と
日

19

本
思
想
」、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
と
韓
国
認
識
」、
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
市
民
と

政
治
そ
し
て
民
主
主
義
」。

（

)
日
本
軍
国
主
義
を
批
判
し
た
丸
山
再
評
価
。「
生
誕
か
ら
一
〇
〇
年
に
な
っ
た
と
い
う
理

20

由
で
日
本
人
学
者
を
記
念
す
る
学
術
会
議
が
韓
国
で
開
か
れ
る
こ
と
は
前
例
が
な
い
事

で
あ
る
。
日
本
を
代
表
す
る
政
治
思
想
家
で「
学
界
の
天
皇
」と
呼
ば
れ
た
丸
山
眞
男（
一

九
一
四
―
一
九
九
六
）
の
誕
生
一
〇
〇
周
年
記
念
韓
・
日
国
際
学
術
会
議
が
二
四
日
か
ら

二
日
間
、
ソ
ウ
ル
慶
熙
宮
一
街
路
の
峨
山
政
策
研
究
院
講
堂
で
開
か
れ
る
。
丸
山
の
直

弟
子
で
あ
る
渡
辺
浩
法
政
大
教
授
な
ど
日
本
学
者
八
人
と
国
内
研
究
者
が
参
加
す
る
。

峨
山
政
策
研
究
院
（
院
長
咸
在
鳳
）
主
催
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
四
年
七
月
二
四
日
。

（

)『
朝
日
人
』
一
九
八
六
年
三
月
号
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六

21

年
、
三
六
五
頁
。

（

)
例
え
ば
、
渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）﹇
二

22

〇
〇
七
年
﹈。

（

)
彼
自
身
も
中
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
そ
の
ま
ま
前
提
し
て
論
議
を
展
開
し
た
部
分

23

と
、
近
代
化
の
単
一
的
経
路
な
ど
に
対
し
て
過
ち
を
自
ら
認
め
た
。

（

)
中
野
敏
男
『
大
塚
久
雄
と
丸
山
眞
男
動
員
・
主
体
・
戦
争
責
任
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
一

24

年
）﹇
二
〇
〇
五
年
﹈、
子
安
宣
邦
『
日
本
近
代
思
想
批
判
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
三

年
）、『
近
代
知
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

国
家
と
翻
訳
と
知
識
人
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九

六
年
）﹇
二
〇
〇
七
年
﹈、
李
喜
馥
「
丸
山
眞
男
の
近
代
化
論
と
脱
近
代
」『
東
洋
哲
学
研

究
』
第
五
二
冊
、
二
〇
〇
七
年
。

（

)
姜
正
仁（
外
）、「
丸
山
眞
男
の
政
治
思
想
に
見
ら
れ
る
西
欧
中
心
主
義
と
日
本
中
心
主
義
」

25

『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
四
輯
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
朴
鴻
圭
「
丸
山
眞
男
と
日
本
主
義
」

『
政
治
思
想
研
究
』
第
二
一
輯
二
号
、
二
〇
一
五
年
。

（

)
宮
嶋
博
史
『
日
本
の
歴
史
観
を
批
判
す
る
』
創
作
と
批
評
社
、
二
〇
一
三
年
。

26
（

)
子
安
宣
邦
『
福
沢
諭
吉
「
文
明
論
之
概
略
」
精
読
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）﹇
二

27

〇
〇
七
年
﹈。

（

)
安
川
寿
之
輔
『
福
沢
諭
吉
の
ア
ジ
ア
認
識
：
日
本
近
代
史
像
を
と
ら
え
返
す
』（
高
文
研
、

28

二
〇
〇
〇
年
）﹇
二
〇
一
一
年
﹈、
安
川
寿
之
輔
『
福
沢
諭
吉
と
丸
山
眞
男
：「
丸
山
諭
吉
」

神
話
を
解
体
す
る
』（
高
文
研
、
二
〇
〇
三
年
）﹇
二
〇
一
五
年
﹈

（

)「
至
極
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
丸
山
が
「日
本
」の
思
想
家
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
す
。
そ

29

し
て
日
本
国
内
で
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い
彼
の
「国
籍
」が
、
韓
国
で
は
極
め
て
敏
感

に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
韓
国
か
ら
の
視
線
で
は
、
侵
略

的
な
近
代
主
義
者
福
沢
を
偉
大
な
思
想
家
と
し
、
「福
沢
惚
れ
」を
自
認
す
る
丸
山
を
見

る
と
、
何
か
釈
然
と
し
な
い
感
覚
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。」
趙
星
銀
「
韓
国

に
お
け
る
丸
山
眞
男
」（
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）『
丸
山
眞

男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
号
、
二
〇
一
五
年
。

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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（

)『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
一
年
四
月
九
日
、『
東
亜
日
報
』
二
〇
一
五
年
七
月
二
五
日
。

30
（

)
例
え
ば
「
歴
史
意
識
の
「古
層
」」（
一
九
七
二
年
）、「
思
想
史
の
方
法
を
摸
索
し
て

―

31

一
つ
の
回
想
」（
一
九
七
八
年
）「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
「古
層
」の
問
題
」（
一
九
七
九

年
）、「
原
型
・
古
層
・
執
拗
低
音

―
日
本
思
想
史
方
法
論
に
つ
い
て
の
私
の
歩
み
」（
一

九
八
四
年
）

（

)
金
善
花
「
丸
山
眞
男
の
「古
層
」の
解
釈
を
巡
る
批
判
的
研
究
：
歴
史
意
識
の
古
層
と
メ
シ

32

ア
的
時
間
」『
日
本
文
化
研
究
』
第
四
九
集
、
二
〇
一
四
年
、
李
喜
馥
「
伝
統
思
想
と
固
有

様
式
、
そ
し
て
日
本
思
想
：
丸
山
眞
男
の
日
本
思
想
史
方
法
論
を
素
材
と
し
て
」『
人
文

科
学
研
究
』
第
二
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
、
魯
炳
浩
「
歴
史
意
識
の
古
層
と
日
本
の
近
代
―

丸
山
眞
男
の
二
時
間
―
」『
日
本
研
究
』
二
〇
〇
八
年
、
魯
炳
浩
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
朝

鮮
論
の
古
層
」『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（

)
金
錫
根
「
丸
山
眞
男
の
古
代
思
想
史
研
究
：
「原
型
・
古
層
・
執
拗
低
音
」に
関
し
て
」〈
丸

33

山
眞
男
と
東
ア
ジ
ア
思
想
：
近
代
性
・
民
主
主
義
、
そ
し
て
儒
教
〉
発
表
論
文
、
二
〇
一

四
年
。

（

)
金
弘
宇
「
丸
山
眞
男
の
東
京
裁
判
論
考
」『
韓
国
政
治
の
現
象
学
的
理
解
』
人
間
サ
ラ
ン
、

34

二
〇
〇
七
年
参
照
。

（

)
金
錫
根
「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
「個
人
」と
「市
民
」：
「主
体
」と
関
連
し
て
」
参
照
（
金
錫

35

根
・
苅
部
直
編『
丸
山
眞
男
と
自
由
主
義
：
冷
戦
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
思
想
と
行
動
』

峨
山
書
院
、
二
〇
一
四
年
収
録
）。

（

)
金
錫
根
「
集
団
的
自
衛
権
、
「安
保
法
案
」処
理
、
そ
し
て
市
民
社
会
：
安
倍
政
権
と
「平
和

36

憲
法
」は
ど
こ
に
行
く
か
」『
今
日
の
文
芸
批
評
』
第
一
〇
二
号
、
二
〇
一
六
年
参
照
。

（

)
韓
国
で
丸
山
眞
男
の
よ
き
理
解
者
で
も
あ
る
李
洪
九
（
一
九
三
四
―

）
教
授
（
前
ソ
ウ

37

ル
大
、
現
『
中
央
日
報
』
顧
問
）
は
〈
再
び
取
り
出
し
て
読
む
丸
山
眞
男
〉
と
い
う
コ
ラ

ム
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
ど
の
国
で
も
外
国
の
批
判
や
忠
告
に
よ
っ
て
歴
史
意
識
や
国

家
進
路
の
変
わ
る
場
合
は
な
い
。
た
だ
国
民
自
ら
の
悩
み
・
討
論
・
省
察
を
通
し
て
の
み

未
来
に
進
む
道
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
長
く
て
因
縁
の
多
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
韓
・

中
・
日
の
三
国
の
場
合
は
特
に
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
韓
国
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
り
の

中
国
と
日
本
で
も
深
刻
な
自
省
の
努
力
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
皆
が
立
派

な
歴
史
と
伝
統
を
持
っ
た
文
化
大
国
で
は
な
い
か
。
六
〇
年
前
、
敗
戦
後
の
混
乱
と
沈

滞
の
中
で
展
開
さ
れ
た
丸
山
眞
男
教
授
の
冷
静
な
、
し
か
し
進
歩
的
な
歴
史
認
識
と
政

治
分
析
が
今
日
ど
れ
ほ
ど
有
効
か
は
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
日
本
に
お

い
て
だ
け
で
も
、
彼
の
知
性
が
満
ち
溢
れ
る
著
書
が
た
く
さ
ん
読
ま
れ
る
こ
と
を
願
わ

ざ
る
を
え
な
い
」『
中
央
日
報
』
二
〇
一
三
年
五
月
一
三
日
。

韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方（金錫根）
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